
埼玉県農林水産業振興基本計画
【概要版】

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」

　本計画は、埼玉県農林水産業振興条例第７条に基づき、農林水産業の振興に関する
施策を総合的かつ計画的に推進するため、同条例第３条に定める基本理念にのっとり、
定めるものです。

音声コード
（Uni-Voice）

専用アプリ又は活字文書読み上げ装置で、情報を音声で聞く事ができます。

彩の国　　　埼玉県
【令和３年８月 発行（令和３年１２月一部変更）】

　　　



本計画が目指す将来像本計画が目指す将来像

①農林漁業者の優れた経営能力を生かし、農林水産業の産業としての競争力を強化すること。
②地域の特性に応じて、収益性の高い、安定的な農林漁業経営を確立し、将来にわたり農林水産
業を持続的に営むことができるようにすること。
③農林水産業及び農山村の有する多面的機能を適切かつ十分に発揮することができるようにする
こと。
④消費者の需要に応じ、消費者に信頼される良質かつ安全な農林水産物を安定的に供給すること
　ができるようにすること。 　（埼玉県農林水産業振興条例より）

県民のみなさま

農山村

競争力･持続可能性が高い農林水産業

多面的機能を
適切かつ十分に発揮

農林水産物を安定的に供給

▶ 需要に応じた
▶ 消費者に信頼される
▶ 良質な
▶ 安全な

農林漁業者の
優れた経営能力

地域の特性に応じた
収益性の高い安定的な
農林漁業経営

基本理念基本理念

１ 農林漁業者の経営能力を生かした
競争力の高い農林水産業の実現

農林漁業者が安定的な
経営を行い、新規就業
も進んでいます。若者、
女性、企業等の多様な
人材が活躍しています｡

３ 多面的機能が適切かつ十分に発揮
される農林水産業及び農山村の実現

農山村が活性化すると
ともに、洪水防止、水源
かん養、景観形成等の
多面的機能が発揮され
ています。

２ 地域の特性に応じた､収益性が高く
安定的な農林漁業経営に立脚する、
持続性の高い農林水産業の実現

農地、森林その他生産基
盤の整備の進展、先端技
術の農林水産業への導入、
自然災害等のリスクへの
対応が進んでいます。

４ 需要に対応し、消費者に信頼される
良質かつ安全な農林水産物を安定供
給できる農林水産業の実現

県産農産物の生産力が確保され、首都圏はもとより、
海外においても販売が広がっています。木を｢伐っ
て・使って､植えて､育てる｣森林の循環利用が実現し
ています。観賞魚や食用魚の販売も広がっています。

“みんな"に喜ばれ､‶もうかる"
農林水産業・農山村を目指します｡



将来像を実現するための指標将来像を実現するための指標 将来像を実現するために、指標を
設定して、施策を進行管理します。

農家※１戸当たり生産農業所得
　　現状値  １,０７２,２９８円（平成30年度） 
　　目標値 １,７５５,０００円（令和７年度）

※経営耕地面積が１０ａ以上の世帯又は販売金額が
年間１５万円以上ある世帯

スマート農業技術の導入件数
　　１２０件（令和３～７年度）

農山村へつないだ都市住民の延べ人数
　　５,０００人（令和３～７年度）

防災・減災対策に着手した防災重点
農業用ため池の数
　　５０か所（令和３～７年度）

森林の整備面積
　　１２,５００ｈａ（令和３～７年度）

需要に応じた野菜の作付拡大面積
　　１,０００ｈａ（令和３～７年度）

契約野菜対応型野菜産地育成数
　　３０地区（令和３～７年度）

新たに農業の６次産業化により
開発された商品数
　　２５０品目（令和３～７年度）

農業法人数
　　現状値 １,１２８法人（令和元年度）
　　目標値 １,５００法人（令和７年度）

基盤整備面積
　　現状値 ２３,０４０ｈａ（令和元年度）
　　目標値 ２３,６４０ｈａ（令和７年度）

路網密度
　　現状値 ２２.８ｍ／ｈａ（令和元年度）
　　目標値 ２５.０ｍ／ｈａ（令和７年度）

担い手への農地集積率
　　現状値 ３０％（令和元年度）
　　目標値 ４２％（令和７年度）

遊休農地解消・活用面積
２,０００ｈａ（令和３～７年度）

新規就農者数
　　現状値 ３２１人／年間（令和元年度）
　　目標値 ３３０人／年間（令和７年度）

県産農産物コーナー新規設置店舗数
　　１２５店舗（令和３～７年度）

施業のため集約化・団地化する
森林面積
　　現状値  １６,８８７ｈａ（令和元年度）
　　目標値  ２３,５００ｈａ（令和７年度）

県産木材の供給量
　　現状値  ９７,０００㎥／年間（令和元年度）
　　目標値１１６,０００㎥／年間（令和７年度）

県産木材を利用した公共施設数
　　現状値  １,０５９施設（令和元年度）
　　目標値  １,４２０施設（令和７年度）

県がＳ－ＧＡＰ実践農場として
評価を行った経営体数
　　現状値     ５９５経営体（令和元年度）
　　目標値  １,６００経営体（令和７年度）

多面的機能を発揮する共同活動の実施
面積割合（カバー率）
　　現状値     ３０.７％（令和２年度）
　　目標値     ４０.０％（令和７年度）

販売農家※数に占める販売金額
1‚000万円以上の農家数の割合
　　現状値   ７％（令和元年度）
　　目標値 １０％（令和７年度）
※経営耕地面積が３０ａ以上又は販売金額が年間
５０万円以上の農家

【令和３年12月変更】




